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　平素は格別のお引き立てを賜
り、誠にありがとうございます。
ここに、当金庫第74期の事業
概況をご報告申し上げます。
　2023年度を顧みますと、世
界情勢は、ロシアによるウクライ
ナ侵攻が長引き、米中対立の激
化、中東情勢の緊迫化等地政
学リスクが一層と高まる年となり
ました。国内に目を向けますと、
2023年5月に新型コロナウィル

スが季節性インフルエンザと同様の「第5類感染症」へと変更
され、ようやく通常の経済活動が本格的に再開することになり
ました。金融環境においては、日経平均株価がバブル期に記録
した最高値を超え、40,000円の大台に到達し、活況相場が続
いています。また、2024年3月に行われた日本銀行の金融政
策決定会合ではマイナス金利政策が解除され「利上げ」が決
定されるとともに、イールドカーブ・コントロールも撤廃されたこ
とで、「金利のある世界」へと歩み始めました。これと前後し、
大手企業を中心に過去最高の賃上げの実施を行う企業が多く
見受けられ、取り巻く環境に大きな変化が表れてきております。
しかし、実質賃金は依然としてマイナス圏の状態が続き、地域
の事業者の皆さまにおかれましても、物価の高騰、円安、人件
費増加等により、厳しい経営環境が続いていることを実感され
ている方も多いものと思われます。また、地域全体では、人口
減少や廃業による事業所減少といった継続的な課題を抱えてい
ます。私たちはそうした地域の皆さまの課題やお困り事に対し、
耳を傾け、各自治体、商工会議所など、地域の方々と連携し、
解決に導いていくことにより、これからも地域経済の発展に努
めてまいります。
　当金庫を取り巻く経営環境も決して楽観できるものではあり
ませんが、2023年度におきましては14億13百万円の当期純
利益を計上することができました。これもひとえに地域の皆さま
のご支援の賜物と心より感謝申し上げます。私たちは今後も健
全経営のもと、この地域の未来に向かって、地域経済の持続的
な成長、そして皆さまの安定した生活基盤の構築に向け、役職
員一丸となって取り組んでまいります。今後とも皆さまには引き
続き温かいご支援・ご愛顧を賜りますようお願い申し上げます。

2024年6月
理事長　吉野　敬昌

「自己資本比率」とは、貸出金など金融機関の保有する資産（各資産につい
てそれぞれのリスクの割合に応じて一定率を乗じたもの）に対する自己資本の
割合で、金融機関の健全性・安全性を表す指標です。信用金庫の自己資本
比率は、法令により国内基準である4%以上であることが求められています。
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金融再生法上の不良債権の状況
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●要管理債権
　「三月以上延滞債権」及び「貸出条件緩和債権」に該当する貸出金をいいます。
●危険債権
　債務者が経営破綻の状態には至っていないが、財政状態及び経営成績が悪化し、
契約に従った債権の元本の回収及び利息の受取りができない可能性の高い債権
です。

●破産更生債権及びこれらに準ずる債権
　破産手続開始、更生手続開始、再生手続開始の申立て等の事由により経営破
綻に陥っている債務者に対する債権及びこれらに準ずる債権です。

用 語 解 説

●経常利益
　業務利益に株式の売却損益や不良債権の償却に要した費用等を加減したもので
　あり、金融機関の経常的な営業活動の成果を表しています。
●当期純利益
　経常利益に特別利益と特別損失を加減し、法人税等を控除した最終的な利益の
　ことです。

用 語 解 説

地 域 の お 客 さま

会員13,377名

創立　	 1950年（昭和25年）8月1日
本部所在地　	 枚方市岡東町14番36号
本店所在地　	 枚方市岡東町12番1号
店舗数　	 20ケ店
店外ATM　	 15ケ所
常勤役職員数	 314名
	  （2024年3月31日現在）

枚方
信用金庫

経営理念

基本方針
❶ 地域社会の発展に寄与する
❷ 奉仕精神に徹する
❸ 役職員一丸となる
❹ 共存共栄をはかる
❺ 健全をむねとする

ひらしんと地域社会

貸出金
2,403
億円

ご融資・地域貢献・
支援サービス

出資金
11
億円

預金
5,139
億円

トップメッセージ 業績等の推移

相互扶助の理念のもと、地域に根差した金融機関として
未来に向かって人と地域をつなぎ、持続的な成長とともに
地域社会の発展に貢献する信用金庫を目指します。
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2023年4月
◦�「万博を契機とした地域活性化セミナー」を開催しました。
◦�守口門真商工会議所と連携協定を締結しました。
◦�「ひらしんサステナブルローン」の取扱いを開始しました。
◦�「ひらしんホームオーナーズローン」の取扱いを開始しました。
2023年5月
◦�ひらしん若手経営者の会「視察研修会」を開催しました。
◦�本店営業部が仮店舗へ移転しました。
◦�ひらしん若手経営者の会「特別経営セミナー」を開催しました。
2023年6月
◦�「ひらしん万博応援定期」の取扱いを開始しました。
◦�第11回大阪府内信用金庫合同「ビジネスマッチングフェア 2023」
を開催しました。
◦�摂南大学農学部にて当金庫吉野理事長が講義を行いました。
2023年7月
◦�門真市「子どもLOBBY」にて「ひらしんキッズマネースクール」
講座を行いました。
◦�大阪国際大学にてインターンシップ授業を行いました。
◦�門真東支店に門真市公民連携子どもの居場所「子どもTERRACE」
をオープンしました。
◦�預金量が5,000億円に到達しました。
2023年8月
◦�「こどものみらい古本募金」を実施しました。
2023年9月
◦�第13回ひらしん年金友の会1泊2日旅行「アルプスの絶景と早秋の
装いに感動、健康を考える南信州早太郎温泉の旅」を開催しました。
◦�第128回ひらしん旅行会「一度は訪れてみたい秋涼の北東北」を
開催しました。
2023年10月
◦�株式会社OSK日本歌劇団と地域振興事業協定を締結しました。
◦�「ひらしん健康ステーション」を開設しました。
◦�くずは支店がリニューアルオープンしました。
◦�「第3回ひらしん美術展　たけうちちひろの世界」を開催しました。
◦�「第13回ひらしん年金友の会落語会」を開催しました。
2023年11月
◦�「第8回北河内7市地方創生活性化会議」（K7サミット）を開催し
ました。
◦�「第3回出会いのサンセットクルーズ～びわ湖より愛を育みイズム
～」を開催しました。
◦�「東海道五十七次セミナー」を開催しました。
2023年12月
◦�大東市と大東商工会議所並びに当金庫の3者による連携協定を締結
しました。
2024年1月
◦�「ひらしん若手経営者の会」新春セミナーを開催しました。
2024年3月
◦�2023年度「地方創生に資する金融機関等の特徴的な取組事例」に
当金庫の『宿題カフェ』が選定・表彰されました。
◦�「ひらかた万博推進基金」として150万円を寄付し、枚方市より
感謝状が贈呈されました。
◦�地域観光の活性化プロジェクト淀川舟運を実施しました。

2023年度「地方創生に資する金融機関等の特徴的な取組
事例」に当金庫の『宿題カフェ』が選定・表彰されました。
　当金庫の地方創生の取組み『宿題カフェ』が、2023年度「地
方創生に資する金融機関等の特徴的な取組事例」※に選定・表
彰されました。
　『宿題カフェ』は、小学生を対象に放課後に宿題ができる場
所を提供する取組みで、地域の子どもたちの学校や家庭以外の
第3の居場所づくりを目的としています。本取組みは、門真市
（2017年2月包括連携協定締結）と特定非営利活動法人トイ
ボックスとの連携により実施しており、当金庫は門真市内2店
舗（大和田支店・門真東支店）の店舗スペースの一部を提供し、
子どもたちの居場所づくりに取組んでいます。当金庫では、こ
うした地域の子どもたちの居場所に協力することで、子どもた
ちの健全な成長や地域のつながりを支援しております。
　なお、2015年度から始まったこの表彰制度は、全国の金融
機関等の地方創生の取組みを国が評価するものです。今回、約
1,000件の事例のうち、有識者の意見などを踏まえて16事例が
選定され、当金庫は受賞者を代表して自見内閣府特命担当大臣
（地方創生）より表彰を受けました。当金庫は今回で4回目の選
定となります。当金庫は、今後も北河内7市を営業エリアとす
る地域金融機関として、行政及び地域のステークホルダーと連
携して地方創生に取組んでまいります。

※「地方創生に資する金融機関等の特徴的な取組事例」とは
内閣官房デジタル田園都市国家構想実現会議事務局が、全国の
金融機関等から報告された地方創生に資する取組みを評価し、
地方公共団体等と連携している事例や先駆性のある事例などを
内閣府より表彰するものです。

当金庫、大東市、大東商工会議所の3者による連携協
定を締結しました。
　当金庫は、2023年12月6日に大東市と大東商工会議所との3
者で連携協定を締結しました。本協定は、長引くコロナ禍によ
り疲弊した地域経済の早期回復を図るとともに、2025年大阪・
関西万博開催を契機とした、地域産業の振興等、地域経済を取
り巻く課題の解決を目的としたものです。
　3者の強みを活かして連携を図り、大東市内の地元中小企業
に質の高い支援を行い、地域産業の振興及び地域経済の活性化
に取組んでまいります。
連携分野
⑴　中小企業等の経営力向上と持続的発展に向

けた支援
⑵　起業・創業及び新事業創出に関する支援
⑶　企業立地の促進と雇用拡大に関する支援
⑷　中小企業等及び産業に関する情報の共有と

発信
⑸　大東市の観光の発信など大阪・関西万博を

契機とした地域産業の活性化
⑹　その他、目的達成のため3者が必要と認め

る産業振興に関する事項

くずは支店がリニューアルオープンしました。
　くずは支店が、2023年10月10日にリニューアルオープンい
たしました。
　分譲マンション「プラウド樟葉」の1～3階が支店で、1階が
ATM、2階が窓口となっております。新くずは支店は、従来の
カウンターが無く、個別ブースでゆっくりとお手続きやご相談
等ができる仕様となっております。また、平日の午後5時まで
ご利用いただける全自動貸金庫、地域行事や自治会の会合等に
ご利用いただける多目的室などを設置し、ご来店いただくお客
さまにとって利便性の高い店舗として生まれ変わりました。

「第8回 北河内7市地方創生活性化会議（Ｋ7サミット）」
を開催しました。
　2023年11月9日に枚方市総合文化芸術センターひらしんイベン
トホールにて、「第8回 北河内7市地方創生活性化会議（Ｋ７サミッ
ト）」を開催しました。
　当会議は、北河内７市における地域の課題について懇談し、連
携して対応を図ることを目的として、2016年から当金庫が主催し
ています。当日は、財務省近畿財務局や国税庁大阪国税局、経済
産業省近畿経済産業局など官庁関係者様をはじめ、北河内7市の
市長・副市長様、地域の商工会様、学校法人様等の方に参加いた
だきました。また、株式会社日本総合研究所、藻谷浩介氏を講師
にお招きし、「みんなで創ろう！7市の未来」をテーマに講演してい
ただきました。
　当金庫はこれからも地域金融機関として自治体や地域の関係団
体の皆さまと連携し、北河内地域の活性化に向けた取組みを行っ
てまいります。

『ひらしん健康ステーション』を開設しました。
　当金庫は、2023年10月2日に地域の皆さまの健康づくりや
地域との交流を目的として、『ひらしん健康ステーション』を
旧本店営業部の1階ロビーに開設しました。
　地域にお住まいの方を対象に、健康づくりや高齢者の方向け
のフレイル予防だけでなく、地域交流の居場所づくりに取組ん
でおり、血圧・血管年齢測定や体力測定等の他、健康体操やミ
ニ講座を実施しております。また、職員が常駐しており、住ま
いや暮らしのお困り事については、当金庫と連携している専門
家につなぎ、相談することで課題解決を行います。
　これからも地域の皆さまが住み続けることができるまちづく
りの一翼を担ってまいりますので、ご来店を心よりお待ちして
おります。

1年間のできごと トピックス トピックス

1年間のできごと・トピックス トピックス
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科目 金額（百万円）

資産の部
現金　 2,373
預け金　 182,853
買入金銭債権　 304
有価証券　 113,453
　国債 6,428
　地方債 27,206
　社債 44,089
　株式 2,047
　その他の証券 33,680
貸出金　 240,328
　割引手形 454
　手形貸付 858
　証書貸付 233,607
　当座貸越 5,408
その他資産　 3,203
　未決済為替貸 343
　信金中金出資金 2,279
　その他出資金 13
　前払費用 0
　未収収益 453
　その他の資産 114
有形固定資産　 5,153
　建物 1,714
　土地 2,698
　リース資産 11
　建設仮勘定 386
　その他の有形固定資産 343
無形固定資産　 20
　ソフトウェア 9
　その他の無形固定資産 10
前払年金費用　 33
繰延税金資産　 819
債務保証見返　 908
貸倒引当金　 △811
　（うち個別貸倒引当金） （△694）
資産の部合計 548,642

科目 金額（千円）
経常収益　　　 6,726,816
　資金運用収益　　 5,648,890
　　貸出金利息　 4,346,214
　　預け金利息　 255,153
　　有価証券利息配当金　 1,001,777
　　その他の受入利息　 45,744
　役務取引等収益　　 648,211
　　受入為替手数料　 246,014
　　その他の役務収益　 402,196
　その他業務収益　　 42,604
　　国債等債券売却益　 11,549
　　国債等債券償還益　 45
　　その他の業務収益　 31,009
　その他経常収益　　 387,110
　　貸倒引当金戻入益　 129,732
　　償却債権取立益　 3,951
　　株式等売却益　 246,824
　　その他の経常収益　 6,602
経常費用　　　 4,799,345
　資金調達費用　　 281,708
　　預金利息　 252,527
　　給付補填備金繰入額　 507
　　借用金利息　 27,388
　　その他の支払利息　 1,285
　役務取引等費用　　 300,793
　　支払為替手数料　 56,849
　　その他の役務費用　 243,944
　その他業務費用　　 246,940
　　国債等債券売却損　 542
　　国債等債券償還損　 245,184
　　その他の業務費用　 1,213
　経費　　 3,817,004
　　人件費　 2,538,149
　　物件費　 1,163,539
　　税金　 115,316
　その他経常費用　　 152,897
　　貸出金償却　 34,420
　　株式等売却損　 13,188
　　その他資産償却　 15,790
　　その他の経常費用　 89,498
経常利益　　　 1,927,471
特別損失　　　 17,237
　固定資産処分損　　 8,954
　減損損失　　 8,283
税引前当期純利益　　　 1,910,233
　法人税、住民税及び事業税 498,871
　法人税等調整額　　 △2,429
法人税等合計　　　 496,442
当期純利益　　　 1,413,791
繰越金（当期首残高）　　　 4,065,974
店舗新改築積立金取崩額　　　 30,000
当期未処分剰余金　　　 5,509,765

科目 金額（百万円）
負債の部
預金積金　　 513,982
　当座預金　 6,734
　普通預金　 240,837
　貯蓄預金　 194
　通知預金　 7,561
　定期預金　 247,264
　定期積金　 9,588
　その他の預金　 1,800
借用金　　 4,710
　借入金　 4,710
その他負債　　 1,843
　未決済為替借　 464
　未払費用　 516
　給付補填備金　 1
　未払法人税等　 430
　前受収益　 39
　払戻未済金　 18
　払戻未済持分　 4
　職員預り金　 271
　リース債務　 11
　資産除去債務　 6
　その他の負債　 79
賞与引当金　　 156
退職給付引当金　　 484
役員退職慰労引当金 163
睡眠預金払戻損失引当金 45
偶発損失引当金　　 35
債務保証　　 908
負債の部合計　　 522,330
純資産の部
出資金　　 1,133
　普通出資金　 1,133
利益剰余金　　 26,190
　利益準備金　 1,161
　その他利益剰余金　 25,029
　　特別積立金 19,520
　　（経営基盤強化積立金） （4,000）
　　（周年記念事業積立金） （200）
　　（機械化投資積立金） （200）
　　（店舗新改築積立金） （270）
　　当期未処分剰余金 5,509
処分未済持分　　 △5
　会員勘定合計　　 27,318
その他有価証券評価差額金 △1,007
　評価・換算差額等合計 △1,007
純資産の部合計　　 26,311
負債及び純資産の部合計 548,642

貸借対照表 （2024年3月31日現在） 損益計算書 剰余金処分自　2023年4月  1日
　至　2024年3月31日

科目 金額（円)

当期未処分剰余金 5,509,765,633

　これを下記のように処分いたします。

剰余金処分額 1,552,547,285

普通出資に対する配当金(年 2.0%) 22,547,285
特別積立金 1,530,000,000
（うち店舗新改築積立金） （30,000,000）

繰越金（当期末残高） 3,957,218,348

　以上は第74期業務の要項の報告であります。
2024年6月24日

理 事 長 吉 野　敬 昌
専 務 理 事 大 川　洋 司
常 務 理 事 中 野　圭 介
理 事 斧 渕　裕 史
理 事 永 瀬　昌 彦
理 事 阪 本　和 宏
理 事 一貫田 　 徹
理 事 村 田　幹 雄
非常勤理事 田 村　雅 博（職員外理事）

　上記各項の正確なることを認めます。
監 事 政 谷　泰 作
非常勤監事 道 越　清 樹
非常勤監事 松 下　史 生 （員外監事）

貸借対照表 損益計算書及び剰余金処分
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地域をつなぐ《ひらしん》のネットワーク
本部	 枚方市岡東町14-36	 072(841)1172	 (大代)
本店営業部	 枚方市岡東町12-1 サンプラザ１号館1階（仮店舗）	072(841)1171	 （代）
寝屋川支店	 寝屋川市初町6-28	 072(821)4647	 （代）
守口支店	 守口市桜町5-5	 06(6991)3833	 （代）
牧野支店	 枚方市牧野阪2丁目9-15-103	 072(856)1531	 （代）
大和田支店	 門真市野里町4-13	 072(881)3481	 （代）
四条畷支店	 大東市明美の里町4-6	 072(877)1551	 （代）
枚方公園前支店	 枚方市堤町3-24	 072(843)5137	 （代）
くずは支店	 枚方市楠葉花園町１２－２	 072(856)8601	 （代）
忍ヶ丘支店	 四條畷市岡山東2丁目1-32	 072(879)1331	 （代）
交野支店	 交野市私部西1丁目4-20	 072(891)0131	 （代）
家具町支店	 枚方市長尾家具町1丁目7-11	 072(868)5111	 （代）
津田支店	 枚方市津田駅前1丁目2-2	 072(859)0101	 （代）
光善寺駅前支店	 枚方市北中振2丁目1-24	 072(834)8811	 （代）
甲斐田支店	 枚方市甲斐田東町1-12	 072(840)3588	 （代）
星丘支店	 枚方市星丘2丁目22-47	 072(840)1250	 （代）
長尾支店	 枚方市長尾荒阪1丁目3866-6	 072(850)0112	 （代）
東香里支店	 枚方市高田2丁目25-50	 072(852)7001	 （代）
寝屋川西支店	 寝屋川市黒原城内町31-10	 072(838)7711	 （代）
門真東支店	 門真市下馬伏町26-11	 072(884)1571	 （代）
守口東支店	 守口市西郷通4丁目3-8	 06(6996)2231	 （代）

店外ATMコーナー
本店営業部	 岡東町出張所（旧本店営業部）	 枚方市岡東町14-36
本店営業部	 関西医科大学附属病院出張所	 枚方市新町2丁目3-1
本店営業部	 御殿山出張所	 枚方市御殿山町2-1-1
本店営業部	 岡本町出張所	 枚方市岡本町7-1-107
本店営業部	 枚方市駅出張所	 枚方市岡東町19-14
寝屋川支店	 寝屋川駅前出張所	 寝屋川市八坂町15-6
	 ※建替え工事の為、一時閉鎖中。
牧野支店	 牧野駅出張所	 枚方市牧野阪2丁目4-2
四条畷支店	 ＪＲ四条畷駅前出張所	 大東市学園町1-50
	 ※令和6年8月16日閉鎖予定。
くずは支店	 東山出張所	 枚方市東山2丁目46-1
くずは支店	 かごの屋くずは店出張所	 枚方市北船橋町29
忍ケ丘支店	 イオンモール四條畷出張所	 四條畷市砂4丁目3-2
交野支店	 ＪＲ河内磐船出張所	 交野市森南1-6
光善寺駅前支店	 ライフ香里園店出張所	 寝屋川市香里新町28-3-1
長尾支店	 ＪＲ長尾駅前出張所	 枚方市長尾元町5丁目21-5
東香里支店	 トナリエ星田出張所	 交野市星田北6丁目15-1

金融円滑化苦情・相談窓口　フリーダイヤル　0120（414）051

ユニバーサルデザイン（UD） の
考え方に基づき、より多くの人
に見やすく読みまちがえにくいデ
ザインの文字を採用しています。

新商品のご案内等の最新情報は《ひらしん》ホームページをご覧ください
https://www.hirakata-shinkin.co.jp 検索

この冊子は環境にやさしい植物
油インキを使用しています。

▪≪ひらしん≫ホームページはこちら


